





学位申請者氏名 ：Mohammed Ansarul Alam 
論文提出日   ：平成 27年 6月 11日（木） 
論文発表会開催日：平成 27年 7月 13日（月） 
審査委員会開催日：平成 27年 7月 13日（月） 

























































































本論文の最終報告に引き続き、平成 27年 7月 13日（月）16時半から審査委員会が開催
された。審査委員は、木谷直之教授（主査・国際交流基金日本語国際センター）、岩田夏穂
准教授（副査：政策研究大学院大学）、近藤彩教授（副査・麗澤大学）、池田玲子教授（外部
審査委員・鳥取大学）、園部哲史教授（博士課程委員会委員長・政策研究大学院大学）の 5
名であった。 
 
本論文については、以下のような意見が出された。 
海外の日本語教育の問題に焦点を絞り、理論を明確に踏まえた実証論文として意義があ
るものだと思われる。特に、これまでほとんど課題化されてこなかった海外（バングラデシ
ュ）の日本語教育の現状を詳細に捉え、現状から浮かび上がった課題や問題点を、学習内容
として教育に結び付けていくという、新たな日本語教育の方法論を提言したところに本研
究の価値があると言えよう。 
また、先行研究が非常に限られている中、定性的研究（SCAT 分析）と定量的研究から
結果を導き出し、その記述や解釈が丁寧にされている点も高く評価できる。バングラデシュ
の日本語教育に生態学的リテラシーの育成をもたらし得る内容となっており、将来的には、
日本語教育のみならず、バングラデシュの外国語教育全体に対して貢献ができる可能性が
うかがえる。 
 
一方で、本研究の論点をより明確にするためにいくつかの修正点が指摘された。最も大
きな点は、定性的研究と定量的研究の関係性の問題であった。提出論文では、まず定量的研
究が行われ、その結果として、在日バングラデシュ人が日常生活の中でどのような問題に直
面し、その問題にどのように対処しているか（問題解決行動）、さらには、日本での生活を
より良いものにするために自分自身のネットワークをどのように拡げているか（社会参加
行動）について、さらに詳細な分析・考察を行うために定性的研究を行うという流れであっ
たが、それに対して、定性的研究は、4名の在日バングラデシュ人に対するインタビュー調
査の結果であり、それをもって在日バングラデシュ人全般について、同じような問題解決や
社会参加を行っていると結論付け、提言まで繋げるのは難しいのではないかというコメン
トが出され、定性的研究と定量的研究の位置づけを換え、まず定性的研究によって得られた
知見（＝仮説）を、定量的研究によって検証・確認するという構成に変えることによって、
より科学的な論文に修正することができるのではないかという修正案が提示され、審査委
員会にて採決された。 
また、本研究では、最後に政策的な提言として、①ダッカ大学の日本語教育に生態学的
リテラシー育成を取り入れるための新たな教授法の提案、②定量的研究の成果として得ら
れたサバイバル場面の言語行動を Can-do化し、ダッカ大学の 1-2年生の授業の学習目標と
して設置する提案、③在日バングラデシュ人を対象にした日本語使用実態および生活実態
調査の調査モデルをバングラデシュの外国語教育全般に援用できる可能性についての提案、
以上 3つの提案を行った。しかし、それぞれの提案を実現するための具体的・実際的なアク
ション・プランが明らかではなく、実現できるかどうかがはっきりしていないという指摘を
受けた。修正点として、それぞれの提言について、現時点で書き得る具体的・実際的なアク
ション・プランを提示することが求められた。最終判断は主査に一任された。 
 
本審査委員会では、全委員が合格と判定した。ただし、上記の指摘事項については、そ
れぞれ論文に反映させるよう指導があった。最終判断は、主査に一任された。これらの点に
ついては、論文提出期限までに、再検討等を行い、主査に相談の上、論文に反映し、完成さ
せた。 
 
以上 
